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ヒト型結核菌の普通寒天培地上における発育ならびに普通

寒天培地継代ヒト型結核菌の生物学的性状について
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   Three hundred and eight strains of Mycobacterium tuberculosis isolated from patients with 

pulmonary tuberculosis were inoculated on nutrient agar. The tests were performed four times. 

The proportion of positive cultures ranged from  13.  6 to  30.  1%. The development of colonies 

on the medium was not consistent even in materials successively obtained from the same 

patient ; sometimes it was observed and sometimes not. 
   The thirteen strains grown on the nutrient agar were subcultured on the same medium 

every thirty days, and four of them were subcultured up to the 30th generation. The biological 

properties of these four strains were compared with those of the original ones. 
   No significant differences were observed on niacin production, nitrate reduction, peroxidase 

activity, neutral-red reaction, methyleneblue reduction, acid-fastness in boiling water, catalase 

activity and acid-formation from carbohydrates and organic acids. The degree of growth on 

nutrient agar was not promoted during subcultures. It is notable that the ability of cord 

formation of agar-subcultured strains was lost. 

   The pathogenicity of three of the four strains to mouse showed marked decrease after 

agar-subcultures.

緒 言

従来ヒト型結核菌は普通寒天培地には発育せず,し た

がつて普通寒天培地に継代することは不可能と信じられ

ていた。 しかしTarshisら1》 はヒト型結核菌がextract

agar培 地 に発育しうることを発表 し,さ らに平野ら2)3》

は ヒト型結核菌H37Rv株,青 山株およびH2株 がいず

れも普通寒天培地に発育し,し かも継代が可能であるこ

とを述べ,ま た患者から分離されたヒト型結核菌でも,

普通寒天培地に発育が可能なもののあることを報告して

いる。他方辰川4,は 患者から新たに分離され た 結 核 菌'

は,そ れを小川培地から直接に白金耳で普通寒天培地に

移植 したところ,す べて発育しなかつたと報 告 して い.

る。

今回われわれは国立賀茂療養所に入所 している肺結核

患者の喀疾から,新 たに分離された多数のヒト型結核菌『

株を供試 し,そ れらより調製した菌液を普通寒天培地に

移植 して,そ の発育の能否を検査したところ比較的低頻
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度ながら,発 育陽性の菌株のあることを認めえたので,

さらにこのように普通寒天培地1:に 発育しえた菌株を普

通寒天培地に継代し,寒 天培地継代株 とそれらの原株と

について,細 菌学的所見を比較検肘 したので以下報告す

る。

寅 験 方 法

実験I

a)供 試菌株:昭 和41年3月,同 年4月,同 年5月

および同年9月 に国立賀茂療養所に入所中の肺結核患者

の喀疲から分離されたヒト型結核菌の,そ れぞれ84株,

66株,79株 お よび79株 を供試 した。

b)供 試培地:栄 研の粉末寒天培地 より法に従つて覗

製した普通寒天斜面培地を供試した。

c)方 法:上 記菌株のいずれも1%小 川培地に4週 間

培養したものから,手 振 り法によりコルペン内で10mgl

mlの 滅菌留水懸濁菌液を調製 し,そ れらの0.1mlず

つをそれぞれ上記の普通寒天培地に移植し,37。C,8週

間培養し発育の能否を検査した。

実験皿

a)供 試菌株:実 験1に おいて昭和41年3月 分離の

結核菌84株 のうち13株(15.5%)が 普通寒天培地に

発育したが,こ の13株 を30日 ごとに白金耳で普通寒

天培地上に累代を試みた結果,そ の うちの4株 が30代

継 代できた。以下この4株 を,そ れぞれ藤岡A.P・ 株,

美 田A.P.株,三 箇A.P.株 および木村A.P.株 と称

し,ま た1%小 川培地に継代保存したこれらの原株はそ

れぞれ藤岡原株,美 田原株,三 箇原株および木村原株 と

呼び,い ずれも実験皿に供試 した。

b)生 物学的性状の比較:ナ イアシンテストt中 性紅

反応,硝 酸塩還元能,メ チレンプルー還元能,パ ーオキ

シデース活性およびアミデース活性の検 査 に あ たつて

は,寒 天培地継代株は一応1%小 川培地に移植し・37。C・

30日 間培養したものについて原株との比較を行なつた。

集落の型態,発 育速度,発 青温度域.カ タレース・68。C・

30分 耐熱カタレース,コ ード形成性,平 均菌長・抗煮沸

性,各 種培地上の発育,抗 結核藁に対する感受性ならび

に糖および有機酸の分解能の検査にあたつては・寒天培

地継代株はいずれも普通寒天培地に37℃ ・30日 間培養

したものから直接釣菌して検査に供した。なお・それら

の原株はいずれも1%小 川培地に37℃ ・30日 間培養し

たものを供試した。

菌力の比較:① 菌液の調製。各原株は1%小 川培地

に,寒 天培地継代株はそれぞれ普通寒天培地にいずれも

37。C,30日 間培養した後それぞれ白金耳で釣菌し,各 菌

株から10mg/mlの 波菌留水菌浮遊液を調製 した。②

供試マウス。体重20～259のdd-K系 マウスを 供 試

し,3匹 ずつを1群 とし8群 を用意した。{リ方法。上記

の各菌株 ごとにそれ らの 菌浮遊液のO・1ml(生 菌単位

1050rder)ず つ を,そ れぞれ3匹 のマウスの尾静脈内に

注射し,4週 後に屠殺剖検し,内 臓の肉眼的病変および

内臓からの定■還元培養成績を比較観察した。

成 績

実験1(表1,表2参 照)

表1に 示すように,3月 に分離された菌株では84株 の

うち13株(15・5%)が,4月 に分離されたものでは66

株のうち9株(13・6%)が,5月 に分離 されたもの で は

79株 の うち18株(22.8%)が,ま た9月 に分離された

79株 の うちでは24株(30.3%)が それぞれ普通寒天培

地上に,明 らかに肉眼的に見 うる集落を形成した。これ

ら発育陽性株のうちには,同 一患者から分離された菌株

Table1. GrowthonNutrientAgarofTubercleBacilliIsolatedfromSputumofthePatients

withPulmonaryTuberculosis

Isolated(month) March April May September Total

Numberofstrainstested

Numberofpositivecultures

84

13(15.5%)

66

9(13.6%)

79

18(22.8%)

79

24(30.3%)

308

64(20.8%)

Table2. TheFrequencyofPositiveGrowthonNutrientAgaroftheStrainsSuccessively

IsolatedfromtheSamePatient

Numberofstrains

Numberoftimestested

60

4

1 4

3

1 8

2

Numberofstrainsofpositivecultures

Numberoftimesofpositivegrowth

ー
ム

9
臼

9
」

」4

7
・

」4

ー
ム

噌⊥

(53.8%)

(30.8%)

(7.7%)

(7.7%)

8(57.1%)

6(42.9%)

0

6(75%)

2(25%)
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が,く り返し検査されたものがあ り,表2に 示すように

同一患者から分離された菌株で4回 検査したもの は13

株.3回 検査 したものは14株,2回 検査したものは8株

であつたが,4回 検査した13株 のうち4回 とも発育が陽

性であつたものは1株(7・7%),3回 発育 が陽性であつ

たものも同じく1株 にすぎず,2回 発育が陽性であ つた

ものは4株(30・7%),ま た1回 のみ発育が陽性 で あつ

たものは7株(53・8%)で あつた。3回 検査した14株

のうちでは3回 とも発育が陽性であつたものは皆無であ

り.2回 発育が陽性 で あつたものが6株(42.9%),1回

の み発育陽性のものは8株(57.1%)で あつた。また2

回検査 した8株 の うち2回 とも発育が陽性であつたもの

は2株(25%)で あ り,1回 のみ発育陽性 で あつたもの

は6株(75%)で あつた。

実験∬

A)生 物学的性状の比較(表3,表4参 照)

1)1%小 川培地上の発育:供 試 した4菌 株ともそれ

らの原株と寒天培地継代株とはともに,1%小 川培地上

37℃ の培養ではR型 であり,2～3週 間で発育し,20。C

および40。Cで は発育 しなかつた。

2)ナ イ ア シ ンテ ス ト(今 野5,):ペ ンジ ジ ンプ ロ ーム

シ ア ン法 で全 菌 株 陽 性 。

)

)

)

)

6δ

4

『0

ρ
0

中 性 紅 反 応(Dubos6》):全 菌 株 陽 性 。

硝 酸 塩 還 元(斎 藤 η):全 菌 株陽 性 。

メ チ レ ンプ ル ー還 元(Bloch8,):全 菌 株 陰 性 。

68。C・30分 耐 熱 カ タ レー ス:1%小 川 高 層 培地 上

3週 間培養菌を,試 験管 の まま68℃ の恒温槽中に30

分間浸潰 した後Wayne9)の 方法で検討 したところ,全

菌株陰性であつた。

7)抗 煮沸性:全 菌株 とも30分 では脱色されなかつ

た。

8)糖 および有機酸の分解能(Gordonら10)):表4に

示すような13種 類の糖および9種 類の有機酸を供試し

たが,全 菌株とも9種 の有機酸は全く分解せず,13種 の

糖の うちではフルクトーズのみを分解した。

以上の点では4菌 株 ともそれらの原株と,寒 天培地継

代株との間に全く差はみられなかつた。

9)カ タレース活性(Wayne9)):1%小 川 高層培地に

各菌株を37。C,3週 間培養したものについて原法に従つ

て発泡の高さを検討 したところ,藤 岡原株 と藤岡A・P・

Table3. ComparisonoftheBiologicalPropertiesofStrainsofTubercleBacilliSubcultured

onNutrientAgarandTheirOriginalStrains

Strains

Character8

Fujio1【a

Orig.

Fujioka
A.P.

Mita

Orig.
Mita
A.P.

Sa皿ga

Orig.

Sanga
A.P.

Kimura
Orig.

Kimura
A.P.

獣 日

禧

露

at37。C
Colonialmorph.

Growthrate(week) 2

R1R}R
l2 3

R

3 2

R:R
2 2

RR

2

at20。Cひ

at40。C

引 一!-
1_1_[_
1}1

一

一

1

一

一

一

一

一

一

一

一

Niacintest

Neutral-redreaction

Nitratereduction

Methylenbluereduction

Semiquantativecatalase(mm)

68。C,30㎡n.heatstablecatalase

Boilingwaterfastness(minute)圃

Peroxidase'-

Cordformation.

Averagelengthofbacilli(μ)

帯

+

帯

12

>30

帯

3.0

"
ぞ
o
日

oo
コ
o
哨」
"
〉

。
石

』
、
8

』
甚

9

0

Nutrientagar

4%glycerolagar

O.05%potassiumtelluriteOgawa

O.1%potassiumtelluriteOgawa

Sautonbroth

Bouillon

Fluidthioglycolate

十

什

什

占

十

十

帯

+

帯

12

>30

帯

1.8

十

　什

十

十

十

帯

帯

帯

3

>30

十

帯

2・81

帯

6

>30

十

3.6

帯

什

+

0

>30

十

4.0

帯

昔

+

4

0メ

+

2.7

什

+

18

刈
什
為

+

井

18

>30

3.9

+

粁

什

↓

十

十

十

　什

十

十

⊥

⊥

十

什

↓

十

十

十

　廿

十

十

占

⊥

什

十

十

十

占

↓

十

十

Note:Orig.:OriginalstrainsubculturedonOgawamediurn.

A.P.=Strainsubcultureduptotlle30thgenerationonnutrientagar.

morph.:Morphorogy.

」.,十,帯:Showtlledegreeoftllereactionorgrowth .
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株との間ならびに木村原株と木村A.P.株 との間にはい

ずれも全く差はみられなかつた。 しかるに美田原株 と美

田A・P・ 株との間ならびに三箇原株 と三箇A.P.株 との

間にはそれぞれ多少 とも差があつて,美 田A.P.株 およ

び三箇A.P.株 のほうが,い ずれもそれらの原株よりわ

ずかながら強盛であつた。

10)パ ーオキシデース活性(友 田11)):各 原株 とそれ

らの寒天培地継代株 との間にいずれ も差はなかつた。

11)コ ー ド形 成(藤 田12,):ス ライ ドカルチュアー法

で10日 培養菌について検討したところ,い ずれの菌株

においても,原 株はことごとく陽性で藤田のい う1型 を

示したが,寒 天培地継代株はそのことごとくが陰性で藤

田のい う皿型ないしIV'型を示した。

12)平 均菌長:200コ の菌体につ い て の平均菌畏で

は,美 田A.P.株 は美田原株よりやや伸長 していたが,

他の菌株ではいずれも寒天地地継代株のほうが,そ れぞ

れの原株よりも短縮しているのがみられた。

13)各 種培地における発育 ・各菌株の10mg!ml菌 液

の0・1mlず つを,表3に 示す7種 の培地 に移 植 し,

37。C,30日 間培養後に発育の有無ないし程度 を検討し

た。普通寒天培地および4%グ リセ リン寒天培地におけ

る発育は,い ずれの菌株においても原株とそれらの寒天

培地継代株との間に,と くにい うほどの差ではないが・

どちらかと言えぱ寒天培地継代株のほうがそれらの原株

よりい くぶん発青が良いようであつた。これ に 反 し,

0.05%お よび0.1%テ ルル酸カ リ加小川培地における

発育は,い ずれの菌株においても原株のほ うがそれらの

寒天培地継代株より,い くぶん発育が優つているようで

あつた。Sauton培 液には全菌株発育陽性で あ り,ブ イ

ヨンには全菌株発育陰性であり,こ れらの点では原株と

それらの寒天培地継代株 との間に差はみられなかつた。

チオグ リコレー ト培液には全菌株とも発育が み ら れ た

が,美 田A・P・ 株および三箇A・P・ 株ではいずれもそれ

らの原株より発育の程度がいくぶん劣つていた。

14)抗 結核薬に対する感受性:1%小 川培地に表に示

す8種 類の抗結核薬をいずれも0・1,1,5,10,50,100

お よび1,000mcglmlに な るように含有せしめた培地な

らびに薬剤を含有しない対照培地を供試して検討したと

ころ,INH,KM,THお よびCSに 対す る感受性はいず

れの菌株でも,原 株とそれらの寒天培地継代株との間に

差はみられなかつたが,SMに 対 しては藤岡原株より藤

岡A・P.株 が および三箇原株より三箇A・P・ 株のほうが

Table4。 ComparisonoftheBiologicalPropertiesofStrainsofTubercleBacilliSubcultured

onNutrientAgarandTheirOriginalStrains

Te8t8
Strains

Agents

Fujioka
Orig.

Fujioka
A.P.

Mita
Orig.

Mita
A.P.

Sanga
Ori8.

Sa塾ga

A.P.

Kimura
Oτig.

Kimura
A.P.

1

(
隔
日

、切
O
日

)

go
切
コ
」
℃

ω
ヨ
〇
一
5
り
」
O
』
5
り
ー
璃
り
口
d

廟
O

口
O
璃一
"
」
一
口
O
り
唱
O
り

」
O
り
璃
』
噌
幽
口
個

一
"
H
口
哨口
噌Σ

謙

需

W
冨

㏄

≦1

≦0.1

≦0.1

≦10

≦100

≦10

≦1

≦10

≦0.1

≦0.1

≦0.1

≦10

≦100

≦10

≦1

≦10

≦1≦1

≦1≦10

≦5≦5

≦10≦10

≦100≦10

≦50≦50

≦10≦1

≦1,000≦1,000

≦1,㎜ ≦100

≦10≦0.1

≦5≦5

≦10≦10

≦9100≦10

≦50≦50

≦10≦1

≦1川 ≦1.㎜

≦100

≦1

≦5

≦100

≦10

≦50

≦10

≦1,000

≦100

≦1

≦5

≦100

≦100

≦50

≦1

≦1,000

o
oo
"
℃
咽
日

く

Urea

Nicotinamide

Pyrazinamide

Formamide,Acetamide
Benzamide,Succnamide

十

十

十

十 十

十

十

十

十

十

十

十

=
冨

り
帽壽

切
」
o

τ
壽

8

結
七

盆

3

」
8

己
口
O
」
嫡

口
O
個
り
"
d
日
」
O
噛
ー
う
哨り
♂
「

Fructose

Arabinose,Xylose
Rhamnose,Glucose
Mannose,Sucrose
Maltose,Inositol
Sorbitol,Dulcitol
Mannitol,Lactose
Pyruvate,Citrate
Propyonate,Acetate
Benzoate,Succinate
Tartrate,Oxalate

帯 帯 帯 帯 帯 帯 帯

Note:Orig.:Original8trainsubculturedonOgawamedium.

A.P.:Strainsubcultureduptothe30thgenerationonnutrientagar.

十,十卜,帯=Showthedegreeofthereaction.
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やや感受性が優つていた。PASに 対 しては美田原株は美

田A・P・ 株より感受性が優 り三箇原株は三箇A.P.株 よ

り感受性が劣つた。VMに 対 しては美田原株は美田A.P.

株 より,ま た三箇原株は三箇A.P.株 よ りいずれも感受

性が劣り,逆 に木村原株は木村A.P.株 より感受性が優

っていた。EBに 対 しては美田原株,三 箇原株 および木

村原株はそれぞれ美田A・P.株.三 箇A.P.株 お よび木

村A.P・ 株 より感受性が劣つていた。

15)ア ミデース活性(B6nidkeiS));表4に 示す7種 の

アマイ ドについて検討したところ,藤 岡原株 と藤岡A.P.

株はコ・レエース,ニ コチナ ミデースおよびピラジナ ミデ

ースがいずれも陽性であ り,美 田原株 と美田A.P.株 は

ことごとくが陰性であり,木 村原株および木村A.P.株

はニコチナ ミデースおよび ピラジナミデースが陽性であ

り,以 上の菌株はいずれも原株 とそれらの寒天培地継代

株との間にア ミデースに差がみられなかつた。しかるに

三箇原株ではユレエース陰性であつたにかかわらず,三

箇A.P.株 は ユレエース陽性を示 した。

B)vウ スに対する菌力の比較(表5参 照)

1)発 死:藤 岡原株,三 箇原株および木村原株各注射

マウス群ではいずれも1匹 ずつが発死した。 しか るに藤

岡A・P・ 株,三 箇A・P.株 お よび木村A.P.株 各注射マ

ウス群では発死例はなかつた。なお美田原株および美田

A.P.株 各 注射マウス群ではいずれも驚死したものはな

かつた。

2>平 均体重の増減:美 田原株および美田A.P.株 各

注射マウス群では,い ずれも体重の増加がみられたが,

美 田A・P・ 株注射vウ ス群のほうが体重の増加が著明で

あつた。その他の菌株を注射 したマウス塀ではすべて平

均体重に減少がみられたが,そ のさいいずれも原株注射

マウス群のほ うが,寒 天培地継代菌株注射マウス群 より

体重の減少が著しかつた。

3)内 臓における肉眼的病変:内 臓における肉眼的病

変は肺の腫大ならびに結節形成と脾の腫大とで あつ た

が.表5に 示すように,三 箇原株群と三箇A.P.株 群 と

の間にはほとんど差がみられなかつたけれどもその他の

菌株では,い ずれも原株注射マウス群において,そ れら

の寒天培地継代株注射マウス群よりも病変の程度がはな

はだしく,と くに美田原株注射vウ ス群では3匹 とも肺

において著明な腫大および結節形成がみられたにかかわ

らず,美 田A.P.株 注射マウス群では3匹 とも肺に異常

所見のみられたものはなかつた。

4)定 量還元培養成績:各 内臓10mgか ら の還元発

育集落数の程度は,三 箇原株注射マウス群と三箇A.P.

株注射マウス群との間にはほ とんど差はなかつたけれど

も藤岡原株注射マウス群では肝および腎からの,美 田原

株注射マウス群では肺,肝,腎 および脾からの,ま た木

村原株注射マウス群では肺,肝 および腎からの各還元発

育集落数の程度は,そ れぞれの寒天培地継代株注射マウ

ス群におけるそれらよりもいずれ も優つていた。

総括および考案

平野ら14)は小川培地に分離 したヒト型結核菌を普通寒

天培地に移植し,113株 の うち24株(21.2%)に 発育

Table5.ComparisonofVirulenceofStrainsofTubercleBacilliSubculturedon

NutrientAgarandTlleirOriginalStrains
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を認めている。われわれは小川培地に分離したヒト型結

核菌を,1代 小川培地に継代したのち10mg/mlの 菌 液

を調製し,そ の0.1mlず つ を普通寒天培地に移植し発

育の有無を観察 した ところ,13.6%な い し30.3%に 集

落の発生がみられた。 しかしこのさいの発育の有無は偶

然性が強 く,同 一患者から分離された菌株で4回 検査し

た13株 のうち4回 とも発育が陽性であつたものは1株

(8%)で あ り,また3回 発育が陽性であつたものも1株 に

すぎず,1回 のみ発育が陽性であつたものは7株(53.8

%)で あつた。 この発育の偶然性について辰川4,は,菌

体に付着した培地成分の持ち込みの多少によるものでは

ないかと考え,ま たTar8hisら1》 は移植された菌量の多

少によるものと考えているようであるが,今 回の実験で

はその原因を明らかにすることはできなかつた。

ヒト型結核菌の普通寒天培地継代にあたつては,移 植

菌■の多い場合に発育は早 くかつ良好であつたが,移 植

菌量が微量であるさいには発育が不良となり,つ いには

発育しなくなつた。このようにして13菌 株のうち9菌

株は途中で発育しなくなり,4菌 株のみが30代 普通寒

天培地を継代しえた。 しか しながらこのさい平野ら14)が

い うように継代を累ねるにつれて発育が早くなり迅速発

育株となるといつたことはみられなかつた。

普通寒天培地継代株の生物学的性状の検査にあたつて

は,そ の一部は普通寒天培地上に発育した集落から直接

釣菌 して検査に供したが,そ のさい寒天培地よりの菌の

収■が微■であるため,や むをえずナイアシンテス ト,

中性紅反応,硝 酸塩還元,メ チレンブルー還元,パ ーオ

キシデースおよびア ミデースの検査はいつたん寒天培地

より小川培地に菌を移植し増菌 した うえでそれについて

検査を施行した。

生物学的性状の比較で最も興味あることは,寒 天培地

継代株ではそのことごとくがコー ド形成が陰性であった

のにかかわらず,そ れらの原株ではことごとく強陽性で

あつたことである。ナイアシンテス ト,中 性紅反応,硝

酸塩還元,メ チレンブルー還元,パ ーオキシデース,抗

煮沸性,カ タレースならびに糖および有機酸の分解能で

は,寒 天培地継代株とそれらの原株 との間にほとんど有

意の差はみられなかつた。

松枝ら15)は肉汁寒天培地に継代 した ヒト型結核菌に抗

煮沸時間の短縮を認め,平 野ら8)は 普通寒天培地に3代

継代したヒト型結核菌のうちナイアシンテストが陰性に

なつたもののあることを報告 し,ま た赤木16)は普通寒天

培地に発育しうるにいたつた トリ型結核菌の変異株はそ

の原株に比べ菌長の短縮 抗酸性の減弱,メ チ レンプル

ー還元能の増強および家兎に対する菌力の低下を報告し

ているが,わ れわれが実験に供 したヒ ト型結核菌の普通

寒天培地継代株では,い ずれもナイアシンテストは強陽

性であ り,抗 煮沸性は30分 で脱色されず,そ れぞれの

結 核 第45巻 第7号

原株 との間に差はみられなかつた。 しかし寒天培地継代

株の4株 のうち3株 までもがそれらの原株より平均菌長

に將明な短縮がみられた。 また普通寒天培地Lに おける

発育は寒天培地継代株において,い ずれ もそれらの原株

よりも多少ともより良好のようではあつたが・とくに有

意の差があるとは思われなかつた。

マウスに対する菌力では内臓における肉眼的病変およ

び内臓からの定量還元培養成績から判定す ると,寒 天培

地継代株ではその4株 のうち3株 までもが明らかに菌力

の低下していることが認められた。

結 論

1)肺 結核患者の喀疾から分離 されたヒF型 結核菌の

うちには,普 通寒天培地に発育しうるものがあり,そ の

頻度は13.6～30.3%で あつた。 しか しその発育には偶

然性が強く同一菌株でも常に発育す るとは限らなかつた。

2)普 通寒天培地を30代 継代したヒト型結核菌4株

では,ナ イアシンテス ト,中 性紅反応,硝 酸塩還元能,

メチ レンプルー還元能,パ ーオキシデース活性,抗 煮沸

性,カ タレース活性ならびに糖および有機酸の分解能で

は,そ れぞれの原株 との間に有意の差はみられ なか つ

た。しかるに興味あることは原株はいずれ もコー ド形成

が陽性であるのにかかわらず,そ れらの寒天培地継代株

は4株 ともすぺてコー ド形成能が陰性化していた。

3)普 通寒天培地上の発育は,寒 天培地継代株におい

てそれらの原株に比ぺ多少とも良好であるようにも見受

けられたが,と くに有意の差があるとは思われ な かつ

た。

4)vウ スに対する菌力は寒天培地継代4株 のうち,

3菌 株までもが明らかに低下していた。

稿を終わるに臨み,終 始ご懇篤なるご指導とこ校閲を

賜わつた恩師占部教授に深甚なる謝意を表します。

またこの研究について種々ご教示下さつた松尾助教授

ならびに斎藤講師に深謝します。
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